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島根県雲南市



雲南市の概要雲南市の概要雲南市の概要

平成１６年１１月１日に大東町・加茂町・木次
町・三刀屋町・吉田村・掛合町が合併し誕生。

位置：島根県東部に位置し、南部は広島県に
接する典型的な中山間地域。

人口：45,867人（H17.7.1現在）

世帯数：13,505世帯（ 〃 ）

面積：553.4k㎡（島根県の8.3％、大半が林野）

高齢化率：30.6％（H15.10.1現在）

ここ
です
！



生命と神話が息づくまち、雲南市生命と神話が息づくまち、雲南市生命と神話が息づくまち、雲南市

◆ 穏やかな自然－豊かな森林、斐伊川の流れ

◆ 歴史文化－ヤマタノオロチ神話や銅鐸（加茂岩倉遺跡）、

たたら製鉄の遺構

～～ 先人達が守り育ててきた多彩な地域資源先人達が守り育ててきた多彩な地域資源 ～～

銅鐸（加茂岩倉遺跡） 八重滝（斐伊川水系上流部） 菅谷たたら（たたら製鉄遺構）



◆ 生命の多彩な輝き－桜や赤川ほたる

◆ 新鮮で安全な農産物－乳製品やワイン、農産加工品

赤川ほたる 斐伊川堤防桜並木（日本さくら名所百選）

乳製品（木次乳業（有）） 農産加工品（おたまはん、（株）吉田ふるさと村）



人口の集中化や生活様式の多様化、産業活動の発展
などにより、流入する汚濁物質の量が増加

◆ 主な原因

・ 家庭からの生活排水

・ 工場や事業場からの排水

・ 田畑や家畜からの排水

・ 降雨に伴う市街地や山林からの出水 など

河川環境の悪化河川環境の悪化河川環境の悪化

水質や河川環境の悪化



汚水処理施設整備交付金の活用汚水処理施設整備交付金の活用汚水処理施設整備交付金の活用

◆ 目標：汚水処理人口普及率を66％から78％に向上

◆ 事業内容：

・公共下水道 H17～21年度 Φ50～250 L=20,000m

・農業集落排水施設 H17～21年度 Φ65～200 L=11,437m

・市町村設置型浄化槽 H17～21年度 5～50人槽 870基



汚水処理施設整備区域図汚水処理施設整備区域図汚水処理施設整備区域図
公共下水道
（大東地区）

公共下水道
（木次・三刀屋地区）

農業集落排水
（大島・引野地区）

農業集落排水
（伊萱地区）

農業集落排水
（吉田町地区）



関連事業関連事業関連事業

◆ 行政の取り組み

・「雲南市ポイ捨て及び飼い犬等ふん害の防止に関する条例」の制定

→ 市、事業者、市民等の責務の明確化／資源の有効活用／清潔

で快適な生活環境の確保

・「雲南市ほたる保護条例」の制定

→ ほたる保護区域の設定／保護区域内での捕獲禁止／市全域で

の捕獲自粛

・ＩＳＯ１４００１認証の取得及び全市への拡大など

→ 旧加茂町で取得したＩＳＯ１４００１の拡大や、太陽光発電施設導

入支援



◆ 交流人口の拡大

木次桜まつり（斐伊川堤防桜並木）

お花見／秋桜レガッタ大会（斐伊川）

赤川ホタルの生息域・生息数の拡大

夜神楽の上演



◆ 定住の促進

・快適で衛生的な住環境の整備

→ 若年層、ＵＪＩターン希望者にとって定住を決心する有利な条件

→ 定住情報として定住推進員、定住支援センターが随時提供

◆ 地域住民の精神的な豊かさの向上

・「雲南市環境基本計画」の策定（平成18年度） → 環境意識の高揚

・自治会、ボランティアによる草刈り、清掃活動／河川愛護団体のラブリ

バー活動の支援など自然保護・環境保全活動の推進

→ 水と関わりのある、優れた地域資源に誇りを持ってもらう



【自然や生命に触れることのできる、昔のような美しい川づくり】

地域再生推進のイメージ地域再生推進のイメージ地域再生推進のイメージ
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「雲南市清流再生計画」は、市民

と事業所及び行政との協働により

実現します！

「雲南市清流再生計画」は、市民「雲南市清流再生計画」は、市民

と事業所及び行政との協働によりと事業所及び行政との協働により

実現します！実現します！


